
日時：４日（土）・１１日（土）・１８日（土） 

２５日（土）午前１１時～１１時３０分 

場所：長府図書館 1階 児童室（じどうしつ） 

※当館に駐車場はございません。 

 

 

          

   

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

   

 

 
  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

下関市立長府図書館 

 2023年 11月 1日 発行 

 

 【休 館 日】毎週月曜日(祝日は開館) 

24日（金）…館内整理日 

〒752-0967 下関市長府宮の内町１－３０ 

TEL：083-245-0328 FAX：083-245-0424 

※図書館前の市道は駐車禁止区域です 

 

 

※イベント・行事は変更になる場合があります。 

ご不明な点は、長府図書館へお問い合わせください。 

11 月 9 日は『いい地球の日』。私たち

人間は、地球のおかげで生きていられ

ます。身近な自然も地球の一部です。  

今月は地球のこと、考えてみませんか。  

『 センス･オブ･ワンダー 』 

レイチェル･カーソン‖著 上遠 恵子‖訳 

川内 倫子‖写真 新潮社 YA/404/カ/Ｐ 

       

『 昭和に学ぶエコ生活  

日本らしさにヒントを探る 』 
市橋 芳則‖著 河出書房新社 K/590/イ 

『 今森光彦ネイチャーフォト・ 

ギャラリー 未来へ贈る風景・里山 』 
今森光彦‖著 偕成社 653.27/イ 

『沈黙の春』の著

者、レイチェル・カ

ーソン氏。彼女の

死後に発行され

たこの本は、人が

自然の神秘を感

じることの大切さ

を説いています。 

自然と人との共

存をテーマに、写

真を撮り続けてい

る今森光彦氏。

著者の身近な里

山の写真と文章

が添えられた美し

い写真集です。 

昭和 30年代の日

本の生活を知る

人には懐かしく、

知らない人には

新しい。地球に優

しい生活を、今、

取り入れてみま

せんか。 

 

長府図書館 

市民展示スペースに、絵画や写真、 

手作り作品等、生涯学習や文化活動に

係る展示を希望される場合は、お気軽

にお声かけください。 

（※営利を目的とするものは除く） 

  

同じ棚に季節の本をいろいろ集めて 

います。大人の方もどうぞ！ 

『 おばけりんご 』 
ヤ―ノシュ‖さく やがわすみこ‖やく 

福音館書店 Ｅ/ヤ 

 

 

星への小さな祈りが

叶いワルターの木に

もリンゴが実りまし

たが、それで話は終

わらずとんでもない

ことに。 

なぜかしら心に深く

残るお話です。 

今問題になってい

る明治神宮の森

をはじめ、日本各

地の豊かな森を

紹介しています。 

読後、実際に森を

訪ねてみたくなり

ます。 

『 いつまでも残しておきたい日本の森 

森を守ることは人類を救うこと 』 
福嶋 司‖著 リヨン社 二見書房(発売) 

652.1/フ 

11月 

日 月 火 水 木 金 土 

＊ ＊ ＊ 1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 ＊ ＊ 

 

日時：１１月２３日(木)まで 

    開館時間：９：３０～１８：３０  

場所：１F ロビー 

 

ボランティアの方による 

絵本のよみきかせです。 

みなさん、お気軽にお越しください♪ 

 

 
事前申込みは不要です 

押し花教室「花みずき」 
暮らしを彩る押し花展(２) 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 
★貸出中の本は予約が出来ます。 

ご予約は、下関市立図書館ホームページや館内検索機、 

カウンターにて承ります。 

ご不明な点は、お気軽にスタッフまでお尋ねください。 

 

今月のテーマは「 文化の日 」 
11月 3日は文化の日、世界の文化を歴史や芸術・仕事など 

様々な視点からご紹介します。 

ここで紹介した本以外にも、 

新しい本をそろえてみなさまの 

ご来館をお待ちしています！ 

２階一般閲覧室では、毎月季節に合わ

せてスタッフが選書した本のコーナー展

示を行っています。貸出も可能です。 

ご来館の際は、ぜひお手にとってご覧くだ

さい♪ 

場所：２階カウンター前  

 

『 左利きの言い分 』 
大路 直哉‖著 PHP 研究所 491.37/オ 

『 思考の穴 』 
アン・ウーキョン‖著 花塚 恵‖訳 

ダイヤモンド社 141.5/ア 

様々な事を思考し、

判断する賢い脳に

は、偏見や誤解な

ど間違えた判断をし

てしまう不具合があ

ります。そんな思考

の「穴」について学

べる講義録です。 

世の中に存在する

道具の多くは右利き

であることを前提に

作られています。 

そんな右利き社会で

左利きの人々が直

面している苦難につ

いてお話します。 
 

『 雪屋のロッスさん 』 いしい しんじ‖著 メディアファクトリー F6/イ 
 

『 七つの会議 』 池井戸 潤‖著 日本経済新聞出版社 F6/イ 
 

『 百円の男ダイソー矢野博丈 』 大下 英治‖著 さくら舎 673.8/オ 
 

『 会計の世界史 』 田中 靖浩‖著 日本経済新聞出版社 336.9/タ 

『 くらしの昭和史 』 小泉 和子‖著 朝日新聞出版 382.1/コ 
                                                                                                             

『 ひどい民話を語る会 』 
京極 夏彦‖著 多田 克己‖著 村上 健司‖著 黒 史郎‖著 KADOKAWA 388.1/ヒ 

 

『 ストーンヘンジ 巨石文化の歴史と謎 』 山田 英春‖著 筑摩書房 233.03/ヤ 

 

 
『 赤いめんどり 』 

アリソン･アトリー‖作 青木 由紀子‖訳 

山内 ふじ江‖絵 福音館書店 933/ア 
 

 

 

日本の文化・世界の歴史  

 

『 いきもの漢字事典 

そんな感じで、こんな漢字になりました 』 
粟生 こずえ‖著 稲垣 栄洋‖監修 

うかうか‖絵 文響社 811/ア 

 
 

 

 

ある晩、1人暮らしの

おばあさんの家に小

さな赤い“めんどり”

が訪ねてきました。 

1 人が寂しかったお

ばあさんは“めんど

り”と楽しい夜を過ご

しますが…。 

犬・猫・狸、彼らの名

前に何故その漢字

が選ばれたのか？ 

漢字の由来と動物

に関する言葉が一

度に学べる、言葉と

動物がますます好き

になる一冊です。 

 

 

仕事が世界を回す 

 

『 くらべてわかる北斎 vs広重 』 内藤 正人‖著 敬文舎 721.8/カ 
                                                                                                             

『 スイート･スイート･クラシック 洋菓子でめぐる音楽史 』  
三浦 裕子‖監修 アルテスパブリッシング 596.65/ミ 

 

『 現代アートはすごい デュシャンから最果タヒまで 』 
布施 英利‖著 ポプラ社 Ｎ/702.07/フ 

 

世界は芸術で溢れている 

 

https://3.bp.blogspot.com/-rryMeXtuT2I/VbnQpBYlFpI/AAAAAAAAwEA/iQVvDyTulnc/s800/cork_board.png

